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目的 哺乳動物のメラニン色素は、皮膚の内側に存在するメラノサイ
トで合成され、メラノソームに貯蔵される。さらに細胞膜まで移動し
たメラノソームは、隣接するケラチノサイトや毛母細胞に受け渡され、
肌や髪の毛が黒くなることが知られている。すなわち髪や皮膚の黒さ
は、メラノソームでつくられるメラニン色素の量で決まり、皮膚のメ
ラノソームでのメラニン色素産生量の減少は、皮膚の白斑の原因にな
る。ヒュウガトウキ(Angelica furcijuga；AF)はセリ科の多年草で、
日本の九州南部に自生する固有種である。一般に漢方薬に使用されて
いる当帰の原料である日本産の大和当帰(Angelica acutiloba)や中国
産の唐当帰(Angelica sinensis)とは別種とされている。我々はこれま
でに、ヒュウガトウキ(Angelica furcijuga；AF)の地上部(茎および葉)
から抽出した成分を用いて、色素細胞の一つであるマウス由来の B16
メラノーマ細胞(B16 細胞)のメラニン色素の産生を増加させること、
また同抽出物をマウスに経口投与あるいは塗布することで毛のメラニ
ン色素が増加することを報告した。しかしながら色素細胞のメラニン
色素産生に対する AF成分の作用メカニズムは解明されていない。そこ
で本研究では、B16 細胞およびマウスを用いて、色素細胞のメラニン
色素に関連因子に対する AF 成分の影響について検討した。 
方法 AF 抽出液を添加して培養した B16 細胞を用いて、メラニン色素
合成能を観察する目的でチロシナーゼ活性を測定した。また
real-time RT-PCR 法によりメラニン色素の合成に関与する
microphthalmia-associated transcription factor (Mitf)の mRNA 発
現について検討した。 
4週齢の C57BL/6マウスに AF抽出液を投与したマウスの毛および皮膚
を採取し、毛色および免疫組織学的染色法による Mitf の発現を観察し
た。さらにマウス血清を採取してα- Melanocyte-stimulating hormone 
(MSH)を EIA法にて測定した。 
結果 B16細胞に対して AF 成分は、チロシナーゼ活性を濃度依存的に
亢進させ、Mitf の mRNA発現を有意に増加した。 
AF抽出液を投与したマウスの毛色は黒色を増し、免疫染色法により皮
膚の Mitf の発現が観察された。また同マウス血清のα-MSH に対して
の影響は見られなかった。 
考察 チロシナーゼ活性およびα-MSHの結果から、AF成分は直接的に
B16 細胞に作用して、メラニン色素の合成を促すことが判明した。ま
た当作用が、Mitf の発現を介することが推察された。 
